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はじめに 

 

このたび、美咲町教育委員会では「美咲町生涯学習推進計画」の推進方針の一つである

「健康づくりと生涯スポーツの推進」に基づき、本町では初めてとなる「美咲町生涯スポ

ーツ推進計画」を策定しました。 

 

この計画は、町の将来を見据えたスポーツに関する基本的な施策を、総合的かつ計画的

に進めるため、中長期的な視点に立ってスポーツを推進し自然豊かな環境の下、町民・団

体が自主的、積極的に活動し交流を深め、運動・スポーツに関して様々なかたちで参加で

きるまちを目指して、「町民だれもが、それぞれの体力や年齢、技能、興味、目的に応じて、

いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる豊かなスポーツライフの

実現」を基本理念として策定しています。 

 

スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応え、爽快感、達成感、他者との

連帯感等の精神的充足や、楽しさ、喜びをもたらすとともに、スポーツを楽しみながら適

切に継続することは、生活習慣病の予防・改善などを通じた健康寿命を伸ばし、医療費の

抑制につながるなど、スポーツが果たす役割や重要性が増しています。 

本計画においても、対象とする取組の範囲は、競技スポーツに限らず健康分野にも視点

をおき日常的運動まで含む、生涯スポーツ活動全般となっています。 

 

皆様ご承知のとおり、一昨年来、全世界的に「新型コロナウイルス」が猛威を振るい、

感染状況は依然として収まる気配が見えません。例年開催をしていた多くのイベントが延

期または中止に追い込まれ、運動施設等も使用停止や制限が課されました。今後、with コ

ロナの社会生活が想定されるなか、段階的に正常化への道筋を描きながら、アフターコロ

ナを見据えたスポーツ推進を展開していく必要があります。 

町民の皆様におかれましては、今後とも忌憚なくご意見を賜り、本計画の実施、推進に

つきまして、一層のご支援、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

終わりにあたり、本計画の策定にお力添えいただいたすべての皆様、とりわけ、岡山大

学大学院教育学研究科の髙岡敦史准教授を委員長として発足した美咲町生涯スポーツ推進

計画策定委員会の委員の皆様、アンケートにご協力いただきました町民の皆様に、心から

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

令和４年（2022 年）３月       

美咲町教育委員会 教育長 黒瀬堅志 
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第１章 
 

－計画策定の経緯－ 
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１ 計画策定の趣旨 

 

スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応え、爽快感、達成感、他

者との連帯感等の精神的充足や、楽しさ、喜びをもたらすとともに、健康の保持増

進、体力の向上、活力ある健全な社会の形成など様々な役割が期待されています。   

また、スポーツを楽しみながら適切に継続することは、生活習慣病の予防・改善

などを通じた健康寿命を伸ばし、医療費の抑制につながるなど、スポーツが果たす

役割や重要性が増しています。 

平成23年８月に施行されたスポーツ基本法においては、国民の心身の健全な発

達、明るく豊かな国民生活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の調和ある発

展に寄与することを目的に、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、

すべての人々の権利」と明記し、国、地方公共団体、学校、スポーツ団体等その他

の関係者は、基本理念の実現を図るため、相互に連携を図りながら協働するよう努

めることが規定されました。 

一方で、平成29年３月に策定された「第２期スポーツ基本計画」で掲げた数値目

標の進捗も、成人・障がい者等のスポーツ実施率の伸び悩みや、子どもの体力の低

下傾向などの課題があります。 

また、少子化が進展する中、運動部活動について従前と同様の運営体制では維持

が難しくなってきており、学校における働き方改革の視点を踏まえて、運動部活動

改革に取り組むとともに、地域における青少年のスポーツ環境の整備を進めていく

ことが急務の課題となっています。 

今後とも、スポーツがその役割を果たし、社会の発展に寄与していく上で、社会

経済活動や人々の生活に多大な影響を及ぼしている感染症の拡大予防への対応はも

とより、デジタル化の進展、少子高齢化・人口減少、地域間格差、持続可能な開

発、男女共同参画・共生社会の実現等、国内外の様々な社会的な課題や潮流を捉え

つつ、取組の方向性を明らかにしていくことが求められています。 

本町では、「美咲町第三次振興計画」のまちづくりの理念に基づき、令和３年３月

に「美咲町生涯学習推進計画」を策定し、生涯学習事業の方向性を示しました。そ

の推進方針４「健康づくりと生涯スポーツの推進」に基づき、本町の将来を見据え

たスポーツに関する基本的な施策を、総合的かつ計画的に進める必要があります。 

そこで、スポーツ基本法第１０条の規定に基づき、国の「第３期スポーツ基本計

画」を参酌するとともに、県の「スポーツ立県おかやま」の実現を参考に、現在の

スポーツを取り巻く状況や課題を整理したうえで、中長期的な視点に立ってスポー

ツを推進させるため、「美咲町生涯スポーツ推進計画」を策定することとしまし

た。 
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２ 計画の位置付け 

 

本計画は、国の「スポーツ基本計画（第３期スポーツ基本計画）」を参酌すると

ともに、「岡山県スポーツ推進計画」との整合を図り、本町の実情に照らし合わせ

て策定を行います。 

なお、本町の上位計画である「美咲町第三次振興計画」、「美咲町生涯学習推進

計画」をはじめ、「第１次美咲町地域福祉計画」等の福祉分野の個別計画との整

合・連携を図ります。 
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３ 計画期間 

 

本計画の計画期間は、令和４（2022）年度から令和７（2025）年度までの４年間

とします。 

 

 

 

 

４ 計画におけるスポーツの定義 

 

スポーツの語源とされているラテン語の「deportare」には、本来の「運び去る」

という意味から転じて「労働や日常生活から離れた気晴らし、楽しみ」という要素

があります。スポーツ基本法では、「スポーツ」を「心身の健全な発達、健康及び

体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、自律心その他の精神の涵(かん)養等のた

めに個人又は集団で行われる運動競技その他の身体活動」と定めています。また、

最近では、「ｅスポーツ」*2 や「アーバンスポーツ」*3 など、遊戯性を含むもの

を幅広くスポーツと捉える考え方も登場しており、遊びとしての価値が再認識され

ています。 

本計画では、スポーツ本来の遊びとしての価値と多面的な機能を鑑み、自己や他

者と記録や勝敗を競う競技スポーツだけでなく、自由な遊びや、健康志向を目的と

したウォーキングやジョギング、散歩などの軽い運動や、地域交流が図られるレク

リエーション活動もスポーツを指すものとして考えます。 

その上で、全ての町民がいつでも、どこでも、いつまでも安全にスポーツを楽し

み、スポーツを支え、スポーツを育てる活動に参加することができるよう、豊かな

西暦（年度） 2020 2021 2022 2023 2024 2025

和暦（年度） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

美咲町第三次振興計画

第１次美咲町地域福祉計画

第三次美咲町教育振興基本計画

美咲町生涯学習推進計画

美咲町生涯スポーツ推進計画

５年間（第三次）

５年間（第三次）

５年間

４年間

４年間
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スポーツライフの実現と気軽にスポーツに親しむことができる機会の創出などに取

り組む必要があります。 

本計画においては、上記の考え方に従い、スポーツの概念や定義を広く捉えて、

普及していくため、「運動・スポーツ」と表記することとします。 

 

*2 ｅスポーツ：「エレクトロニック・スポーツ」の略で、パソコンやテレビゲーム

などの電子機器を使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名称 

 

*3 アーバンスポーツ：東京2020オリンピックにも採用されたBMX，スケートボー

ド，スポーツクライミングをはじめ，パルクール，インラインスケートなどの，専

用のスポーツ施設ではなく，広場やまちなかで実施されるスポーツ 



 

 

 

 

第２章 
 

－運動・スポーツに関する現状と課題－ 
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１ 美咲町の現状 

 

本町の人口は、令和２年12月現在、１万３千人を維持していますが、美咲町人口

ビジョンの将来人口展望によると、令和42年には８千人になるとの予測が出ていま

す。また、人口構成の推移をみると、14歳以下の年少人口は徐々に減少し、65歳以

上の高齢化率はすでに40％を超えています。いわゆる団塊の世代が75歳以上の後期

高齢者となる2025年問題を控え、子育て支援など子どもを安心して産み育てる環境

づくりと、高齢者の学習支援や社会参加の重要性がますます高まっています。 

 

■将来人口の推計 

 
1 高齢化率：６５歳以上の高齢者人口（老年人口）が総人口に占める割合のこと。 
 

 本町は、いま、本格的な人口減少社会の到来、少子高齢化の進行、地方分権の進

展をはじめとする社会環境の大きな変化の中にあり、その急速な変容に適応しつ

つ、個性あるまちづくりを進めることが必要となっています。 

 また、少子高齢化の進行と人口減少に伴う世代構成の変化や価値観・生活スタイ

ルの多様化、厳しい財政状況への対応等、社会ニーズの変化・多様化に伴い、公共

施設を取り巻く環境は大きく変化しているなか、築３０年を経過した建物が全体の

約４０％もあり、近い将来に大規模改修の時期を迎え、多額の更新費用が必要にな

ると見込まれています。 

そうした社会情勢の変化のなか、子どもから高齢者、障がい者まで、すべての住

民が気軽にスポーツに関わりをもち、健康増進や生きがいにつなげ、スポーツを通
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じた交流を活発にすることで、活力のある住み良いまちづくりを実現していくた

め、本町の将来を見据えたスポーツに関する基本的な施策を、総合的かつ計画的に

進める必要があります。 

 そして、生涯にわたる心と体の健康づくりが一層重要となることから、スポーツ

団体及び教育委員会・庁内（役場内）関係部署・社会福祉協議会等の団体間の連携

に努め、高齢者や障がい者が気軽にスポーツ活動へ参加したり、若者などを含む多

世代が交流・コミュニケーションを図ることができる場を設けたりするなど、世代

を超えたスポーツ交流を推進し、町民の自主的なスポーツ活動を進めていくことが

求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイコンパーク 野球場 

中央かめっちグラウンドゴルフ場 中央運動公園 庭球場 

中央児童公園 屋内ゲートボール場 

中央運動公園 多目的広場 中央運動公園 総合体育館 
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＜町内のスポーツができる施設＞ 

 

番号 施　　設　　名 内　　容 地域

1 中央運動公園　野球場 野球　１面 中央

2 中央運動公園　庭球場 オムニコート　４面 中央

3 中央運動公園　多目的広場 ソフトボール　２面 中央

4 中央運動公園　総合体育館 バレーボール　３面 中央

5 中央運動公園　武道館 剣道場　１面　　柔道場　１面 中央

6 中央児童公園　屋内ゲートボール場 ゲートボール　２面 中央

7 旧厚生小学校グラウンド 社会体育施設（グラウンドゴルフ　１ホール） 中央

8 中央かめっちグラウンドゴルフ場 グラウンドゴルフ　２４ホール 中央

9 中央中学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール２面） 中央

10 加美小学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール１面） 中央

11 美咲中央小学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール１面） 中央

12 旧打穴小学校体育館 社会体育専用（バレーコート　１面） 中央

13 中央中学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 中央

14 加美小学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 中央

15 美咲中央小学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 中央

16 打穴里ゲートボール場 ゲートボール２面（芝コート） 中央

17 中央公民館 社会教育施設 中央

18 緑化公園　太陽の広場 緑花公園施設 中央

19 緑化公園　芝生の広場 緑花公園施設 中央

20 旭グラウンド 野球　１面（小学校兼用） 旭

21 さくらグラウンド 野球　２面・ソフトボール　４面（小） 旭

22 旭中学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール２面） 旭

23 旭小学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール１面） 旭

24 旭中学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 旭

25 旭町民センター（公民館） 社会教育施設 旭

26 三休公園　民話館 宿泊、研修施設、卓球コーナー（３台） 旭

27 エイコンパーク　野球場 野球　１面 柵原

28 エイコンパーク　グラウンドゴルフ場 グラウンドゴルフ　２４ホール 柵原

29 エイコンパーク　多目的グラウンド サッカーボール　１面 柵原

30 柵原総合グラウンド 野球　２面（中学校兼用） 柵原

31 丸山町民グラウンド 野球　１面 柵原

32 北和気芝グラウンド フットサル　３面（芝グラウンド） 柵原

33 柵原テニス場 オムニコート　２面 柵原

34 柵原中学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール２面） 柵原

35 柵原西小学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール１面） 柵原

36 柵原東小学校体育館 社会体育に開放（条件有）（バレーボール１面） 柵原

37 北和気体育館 フットサル１面 柵原

38 大戸国民体育館 バレーボール１面 柵原

39 飯岡体育館 社会体育施設（バレーボール１面） 柵原

40 柵原西小学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 柵原

41 柵原東小学校グラウンド 社会体育に開放（条件有） 柵原

42 月の輪プラザ ゲートボール４面・フットサル２面・ソフトボール場１面 柵原

43 南和気荘（農村型リゾート施設） 宿泊、研修施設、体育館（バレーボール１面） 柵原

44 柵原総合文化センター（公民館） 社会教育施設 柵原

生涯スポーツ関係施設一覧
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＜公共スポーツ施設利用状況＞ 

 

中央運動公園施設 利用者推移 （2007 年度～2020 年度） 

 

※Ｒ１、Ｒ２については、新型コロナ感染症対策により施設が使用禁止になり利用者が減少となった。 

 

 

 

 

 

体育館アリーナ 多目的広場 野球場 テニスコート ゲートボール場 武道館 トレーニング室 体育館会議室 合計

Ｒ２ 12,641 9,674 2,617 2,686 973 1,490 935 1,120 31,016

Ｒ１ 14,487 17,308 4,802 3,149 2,790 4,858 1,445 2,212 48,839

Ｈ３０ 13,772 15,121 3,576 2,920 2,152 5,046 1,787 2,023 44,374

Ｈ２９ 14,179 15,702 3,129 3,455 2,659 4,687 1,475 2,717 45,286

Ｈ２８ 15,930 23,306 3,423 3,581 2,019 4,492 1,204 2,879 53,955

Ｈ２７ 16,875 25,219 4,809 4,209 3,425 4,661 1,109 3,267 60,307

Ｈ２６ 17,562 20,405 3,887 4,308 3,190 5,433 858 2,125 55,643

Ｈ２５ 16,889 17,981 4,226 4,121 3,788 5,007 1,043 1,835 53,055

Ｈ２４ 17,187 15,776 4,443 6,162 2,395 4,855 574 2,805 51,392

Ｈ２３ 19,583 19,030 6,102 8,360 2,519 6,022 604 2,738 62,220

Ｈ２２ 21,048 13,187 4,404 9,183 2,011 5,337 391 4,384 55,561

Ｈ２１ 17,884 8,143 3,470 6,401 1,395 3,621 541 3,400 41,455

Ｈ２０ 21,115 8,684 4,419 4,725 1,344 5,039 924 4,358 46,250

Ｈ１９ 27,028 8,800 3,060 6,892 861 4,542 747 3,381 51,930

総合体育館アリーナ 武道館 
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２ 美咲町の運動・スポーツにおける現状と課題 

美咲町の運動・スポーツにおける現状と課題を調査するため、「町民の運動やス

ポーツに関するアンケート調査（令和３年（2021年）12月）」を実施しました。 

対象は、町内に住民票のある年齢15歳から89歳の男女１,000人とし、男女別、年

代別（年代構成人口率により抽出数を調整）、地域別（旭、中央、柵原の３地域）

のバランスが取れるように無作為抽出により実施しました。 

 

アンケートの内容は、次のように分類しています。 

①アンケート回答者情報                  №（１）～（８） 

②運動・スポーツの実施状況について      №（９）～（２４） 

③美咲町のスポーツ施設について          №（２５）～（２８） 

④スポーツに関する情報入手方法について  №（２９）～（３０） 

⑤美咲町のスポーツ施策について          №（３１）～（３３） 

 

 

① アンケート回答者情報 

（１）あなたの性別をお答えください。 

男女比 男性161人：女性205人 

 

（２）あなたの年齢をお答えください。 

平均年齢よりおよそ10歳から20歳高い方からの回答が多くみられた。 

①全人口：13,493人（令和3年8月1日現在） 

②平均年齢：53.4歳（令和3年8月1日現在） 

③アンケート回答者数：366人 

④アンケート回答率：36.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

年代 １０代 20代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 合計

対象者数 53 70 94 138 129 178 197 141 1,000

回答者数 12 14 20 41 52 78 101 48 366

回答率 22.6% 20.0% 21.3% 29.7% 40.3% 43.8% 51.3% 34.0% 36.6%
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（３）あなたの世帯構成をお答えください。 

２世代同居＆３世代同居世帯が55.3％を占めました。

 
 

（４）あなたの居住地域をお答えください。 

①旭地域  ：2,255人の3.6％ 

②中央地区：6,219人の2.5％ 

③柵原地区：5,019人の2.5％ 

（単位：人） 

 

 

（５）あなたの世帯年収はいくらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域

１人世帯 １世代（夫婦

のみ）世帯

２世代（親ま

たは子の一

方と）同居世

帯

３世代（親と

子の両方と）

同居世帯

その他の世

帯

旭地域 18.5% 19.8% 39.5% 17.3% 4.9%

中央地域 13.4% 23.6% 41.4% 16.6% 5.1%

柵原地域 16.5% 29.9% 34.6% 16.5% 2.4%

地域 性別 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

男性 0 0 1 5 3 14 10 5

女性 1 2 4 3 4 6 16 8

男性 3 4 4 11 9 13 20 5

女性 3 6 6 9 14 24 15 11

男性 2 1 3 7 8 10 17 6

女性 3 1 2 6 14 11 23 13

旭地域

中央地域

柵原地域

地域

２００万
円未満

２００万
円～３０
０万円未
満

３００万
円～４０
０万円未
満

４００万
円～５０
０万円未
満

５００万
円～６０
０万円未
満

６００万
円～７０
０万円未
満

７００万
円～８０
０万円未
満

８００万
円～９０
０万円未
満

９００万
円～１０
００万円
未満

１０００万
円以上

わからな
い

旭地域 31.6% 16.5% 11.4% 7.6% 3.8% 2.5% 6.3% 3.8% 1.3% 0.0% 15.2%

中央地域 25.8% 15.5% 16.1% 6.5% 9.7% 5.2% 5.8% 1.3% 1.9% 4.5% 7.7%

柵原地域 25.2% 20.5% 15.0% 7.1% 7.1% 4.7% 3.9% 0.8% 3.9% 3.9% 7.9%
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（６）ご自身の健康について、どう思いますか。 

 
 

（７）ご自身の体力について、どう思いますか。 

 

0.3%

4.1%

6.5%

24.0%

65.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

わからない

とても不健康だ

大いに健康である

あまり健康ではない

まあ健康である

■ご自身の健康について

2.5%

6.6%

28.6%

29.7%

32.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

とても自信がある

まったく自信がない

まあまあ自信がある

あまり自信がない

ふつう

■ご自身の体力について

【現状】 

○65.1%（男性：61.7%，女性：67.8%）の人が健康だと認識している。 

【現状】 

○31.1%（男性：29.6%，女性：32.2%）の人が体力に自信がある（まあまあ自信が

ある、とても自信がある）と認識している。 

【課題】 

○日常から運動する習慣を作ることが重要です。 

○運動・スポーツだけでなく、健康や体力つくりの観点から身体を動かすきっかけ

づくりを推進していく必要があります。 
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（８）日頃、運動不足を感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5%

10.4%

11.2%

33.9%

42.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ほとんど（全く）感じない

ふつう

あまり感じない

大いに感じる

ある程度感じる

■日頃、運動不足を感じますか。

【現状】 

○76.0%（男性：67.7%，女性：82.5%）の人が運動不足を感じている。 

【課題】 

○運動・スポーツ実施率が低い子育て世代や働き盛り世代へのさらなる運動・スポ

ーツの啓発、きっかけづくりが重要です。 
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②運動・スポーツの実施状況について 

 

（９）この１年間、どれくらい運動・スポーツを実施していますか。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

週に１日以上

9%

週に２日以上

8%

週に３日以上

9%

週に５日以上

9%

全く運動やスポーツ

をしなかった

32%

年に１～３日

12%

３か月に１～２日

8%

月に１～３日

13%

■週１日以上の運動・スポーツの実施頻度
週１日以上の 

運動・スポーツ実施率 

35.4％ 

【現状】 

○週１日以上の運動・スポーツの実施頻度では、32.0%の人が一年間，全く運動・ス

ポーツをしていないと回答しています。性別で見ると、男性では 32.7％、女性では

31.5％です。一方、週に一回以上、運動・スポーツをしていると回答した人が、運動

を全くしていない人の割合とほぼ同じ割合で、35.4%（男性：36.5%，女性：

34.5％）となっています。男女とも年齢が高くなるほど運動・スポーツの実施頻度が

低く、特に 50 代で低くなっています。また、運動・スポーツをする人と、しない人と

の二極化の傾向が伺えます。 

【課題】 

○運動・スポーツ実施率が低い年代へのさらなる啓発、きっかけづくりが重要です。 

全 体 
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全く運動やス

ポーツをしな

かった

年に１～３日 ３か月に１～２

日

月に１～３日 週に１日以上 週に２日以上 週に３日以上 週に５日以上

32.0% 12.0% 7.8% 12.8% 9.5% 7.8% 8.6% 9.5%

全体

性別

全く運動やス

ポーツをしな

かった

年に１～３日 ３か月に１～２

日

月に１～３日 週に１日以上 週に２日以上 週に３日以上 週に５日以上

男性 32.7% 10.7% 6.9% 13.2% 6.9% 6.9% 9.4% 13.2%

女性 31.5% 13.0% 8.5% 12.5% 11.5% 8.5% 8.0% 6.5%

年代

全く運動やス

ポーツをしな

かった

年に１～３日 ３か月に１～２

日

月に１～３日 週に１日以上 週に２日以上 週に３日以上 週に５日以上

10代 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 8.3% 41.7%

20代 14.3% 7.1% 14.3% 35.7% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3%

30代 19.0% 19.0% 14.3% 0.0% 9.5% 28.6% 9.5% 0.0%

40代 26.8% 14.6% 14.6% 17.1% 12.2% 7.3% 2.4% 4.9%

50代 44.2% 9.6% 9.6% 11.5% 9.6% 3.8% 0.0% 11.5%

60代 35.1% 14.3% 3.9% 16.9% 6.5% 5.2% 10.4% 7.8%

70代 31.6% 12.6% 5.3% 9.5% 12.6% 4.2% 12.6% 11.6%

80代以上 38.3% 8.5% 8.5% 12.8% 2.1% 10.6% 14.9% 4.3%
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（１０）この１年間であまり運動やスポーツをしなかった理由は何ですか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

4.7%

5.0%

6.3%

6.3%

6.3%

6.3%

7.3%

10.0%

20.6%

27.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

運動やスポーツのできる施設がどこにあるか分から

ないから

スポーツ施設が気軽に使えない・利用しづらいから

お金がかかるから

運動やスポーツに関する情報や知識がないから

気軽に参加できるスポーツ大会・イベントがないから

その他

仲間がいないから、誘ってくれる人がいないから

運動やスポーツをする気にならない・嫌いだから

体力や運動能力がないから

忙しくて時間や休みがないから

運動やスポーツをしなかった理由

【現状】 

○運動やスポーツをしなかった理由では、「忙しくて時間や休みがないから」と回答し

た割合 27.2％と最も高く、続いて、「体力や運動能力がないから」が 20.6％、「運動

やスポーツをする気にならない・嫌いだから」が10.0％で回答した割合も高くなって

います。年齢が高くなるほど「体力や運動能力がないから」との回答が多く、年齢が

低くなるほど「忙しくて時間や休みがないから」と回答が多くなっています。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 
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（１１）あなたはどうすればもっと運動やスポーツをするようになると思いますか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

2.7%

3.1%

4.8%

6.2%

6.5%

10.0%

11.0%

12.0%

17.2%

26.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

運動やスポーツのできる施設がどこにあるか分かれ

ば

その他

運動やスポーツに関する情報があれば

身近なところでスポーツイベントが開催されれば

お金があれば

スポーツ施設が気軽に使えれば

運動やスポーツをするつもりはない

仲間がいれば、誰かに誘ってもらえれば

体力や運動能力があれば

時間や休みがあれば

■運動・スポーツ活動を行うための動機

【現状】 

○運動・スポーツ活動を行うための動機では、「時間や休みがあれば」と回答した割合

が 26.5％と最も高く、続いて、「体力や運動能力があれば」が 17.2％、「仲間がいれ

ば、誰かに誘ってもらえれば」が 12.0％で回答した割合も高くなっています。年齢が

高くなるほど「体力や運動能力があれば」との回答が多く、年齢が低くなるほど「時間

や休みがあれば」と回答が多くなっています。また、「仲間がいれば、誰かに誘っても

らえれば」との回答もあり情報，機会，仲間，施設（経営的条件）も運動・スポーツ実施

の重要な条件であることが伺えます。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 
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（１２）この１年間で運動やスポーツをした理由は何ですか。 

【複数回答】 

 

3.8%

1.4%

1.5%

1.5%

1.7%

2.8%

3.8%

6.5%

9.0%

10.5%

12.1%

13.2%

14.9%

17.3%

0% 5% 10% 15% 20%

その他

家族のふれあいのため

精神の修養や訓練のため

美容のため

会社や地区の行事に参加したから

通勤・通学やペットの散歩のため

自己の記録や能力の向上のため

友人、仲間との交流のため

肥満解消、ダイエットのため

筋力増進・維持のため

楽しみ、気晴らしのため

体力増進・維持のため

運動不足の解消のため

健康のため

■運動やスポーツをした理由

【現状】 

○この１年間で運動やスポーツをした理由では、日ごろ運動・スポーツをした理由で

は、「健康のため」と回答した割合が 17.3％と最も高く、次いで、「運動不足の解消の

ため」が 14.9％、「体力増進・維持のため」が 13.2％、「楽しみ、気晴らしのため」が

12.1％となっています。 

【課題】 

○町内の運動・スポーツを支える人材として、様々なニーズに応じた適切な指導を行

う人材を育成するとともに、スポーツ関係団体等が地域に根差したスポーツ活動を

継続して実施できるよう支援をしていく必要があります。 
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（１３）あなたが日ごろ運動やスポーツを行っている場所は主にどんなところですか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3%

4.2%

6.3%

6.3%

8.0%

8.4%

12.2%

53.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

町内のフィットネスクラブ・トレーニングジムなどの民

間スポーツ施設

町外の公共施設

学校体育施設

その他

町外のフィットネスクラブ・トレーニングジムなどの民

間スポーツ施設

町内のスポーツ施設（中央運動公園、その他）

町内の公共文化施設（文化センター、公民館など）

自宅や周辺道路や広場など

■日ごろ運動やスポーツを行っている場所

【現状】 

○日ごろ運動やスポーツを行っている場所では、「自宅や周辺道路や広場など」が

53.4％最も高く、次いで、「町内の公共文化施設（文化センター、公民館など）」が

12.2％、「町内のスポーツ施設（中央運動公園、その他）」が 8.4％となっています。

スポーツ施設を利用しない活動が全体の 60%を超えることがわかります。一方、性

別によって活動場所が異なる傾向があることも分かります。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 
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（１４）この１年間で１回あたり３０分以上行った運動・スポーツは何ですか。 

※１回３０分とは、１回１０分程度の運動を合計して３０分でも構いません。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

【現状】 

○１年間に１日 30 分以上行った運動・スポーツの種類では、複数回答の上位 10 種

目の全体で「ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・ノルディックウォーキング含む）」が多

く、男性では 47.5%，女性では 65.7%の方がウォーキングと回答しています。続い

て男性では、「トレーニング、ゴルフ（コースでのラウンドや練習場」、女性では「体操

（軽い体操、ラジオ体操、健康体操、体操競技含む）、トレーニング」と回答した割合が

高くなっています。身近な場所で時間に関係なく行える「ウォーキング（散歩・ぶらぶ

ら歩き・ノルディックウォーキング含む）」が全体でも 50％を超えています。また、男

性に特徴的な種目（女性の 2 倍以上）は、ランニング、自転車、ゴルフ、釣り、野球系、

サッカー系、グランドゴルフで、女性に特徴的な種目（男性の 2 倍以上）は、バドミント

ン、エアロビ系などが多くみられます。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 

エイコンパーク  
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8.8%

9.2%

9.6%

10.8%

15.4%

19.9%

22.4%

23.2%

25.9%

47.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

スノースポーツ（スキーやスノボーなど）

ハイキング・登山・トレッキング・トレイルランニング・

ロッククライミング

自転車（ＢＭＸ含む）・サイクリング

サッカー・フットサル

野球・ソフトボール・キャッチボール

ランニング（ジョギング）・マラソン・駅伝

体操（軽い体操、ラジオ体操、健康体操、体操競技含

む）

ゴルフ（コースでのラウンドや練習場）

トレーニング

ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・ノルディック

ウォーキング含む）

■１年間に１日30 分以上行った運動・スポーツ

（男性×年代別） 上位１０種目

5.1%

5.1%

5.5%

7.4%

7.8%

8.2%

11.6%

13.8%

31.0%

65.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ハイキング・登山・トレッキング・トレイルランニング・

ロッククライミング

ランニング（ジョギング）・マラソン・駅伝

水泳・アクアエクササイズ・水中ウォーキング

バスケットボール・ポートボール

階段昇降（２アップ３ダウン含む）

エアロビクス・ヨガ・ピラティス

バドミントン

トレーニング

体操（軽い体操、ラジオ体操、健康体操、体操競技含

む）

ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・ノルディック

ウォーキング含む）

■１年間に１日30 分以上行った運動・スポーツ

（女性×年代別） 上位１０種目
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（１５）運動やスポーツをしてどんな効果がありましたか。 

 

 

 

0.9%

1.2%

1.4%

2.1%

3.0%

3.2%

5.8%

8.6%

8.6%

13.2%

15.6%

17.9%

18.5%

0% 5% 10% 15% 20%

特に効果はなかった

その他の効果があった

美容によかった

家族のふれあいになった

自己の記録や能力が向上した

精神の修養や訓練になった

肥満解消、ダイエットになった

健康になった

筋力増進・維持になった

友人、仲間との交流になった

体力増進・維持になった

運動不足の解消になった

楽しみ、気晴らしになった

■運動やスポーツをしてどんな効果があったか

【現状】 

○運動やスポーツをしての効果では、「楽しみ、気晴らしになった」が 18.5％で最も

高く、次いで、「運動不足の解消になった」が 17.9％、「体力増進・維持になった」が

15.6％となっています。「楽しみ、気晴らしになった」「運動不足の解消になった」「体

力増進・維持になった」「友人、仲間との交流になった」と回答した方が、全体の約６割

で、多様な効果が認識されている傾向がみられます。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 



- 22 - 

 

（１６）あなたはご自身の運動・スポーツライフにどれくらい満足していますか。 

 

 

 

3.33

2.79

2.90

2.58

2.63

2.72

2.93

2.93

1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

■年代 スポーツライフ満足度について

年代 平均値 度数 標準偏差

10代 3.33 12 1.303

20代 2.79 14 0.699

30代 2.90 21 0.768

40代 2.58 40 0.903

50代 2.63 49 0.929

60代 2.72 75 0.669

70代 2.93 97 0.725

80代以上 2.93 40 0.859

合計 2.81 348 0.818

【現状】 

○運動・スポーツ活動の満足度では、現状の運動・スポーツ活動に満足している割合

は、10 代を除いて 3.0 を超えていないため、全体的に満足度は低い傾向がみられま

す。一方、不満があると回答した割合は全体の 27.9％となっています。また、性別及

び年代別で見ると、男性より女性の方が高い傾向にあり、特に女性の 50 代が高く

なっています。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 
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（１７）あなたが今後行ってみたい運動・スポーツを、問１４の項目を参考に３つま

でお答えください。 

 

 

 

性別

ウォーキ
ング（散
歩・ぶら
ぶら歩
き・ノル
ディック
ウォーキ
ング含
む）

ハイキン
グ・登
山・ト
レッキン
グ・トレ
イルラン
ニング・
ロックク
ライミン
グ

ゴルフ
（コース
でのラウ
ンドや練
習場）

サッ
カー・
フットサ
ル

体操（軽
い体操、
ラジオ体
操、健康
体操、体
操競技含
む）

テニス・
ソフトテ
ニス

釣り キャン
プ・オー
トキャン
プ

トレーニ
ング

バドミン
トン

男性 31.9% 23.2% 17.6% 16.1% 13.2% 13.1% 11.5% 11.4% 11.1% 10.1%

性別

ウォーキ
ング（散
歩・ぶら
ぶら歩
き・ノル
ディック
ウォーキ
ング含
む）

エアロビ
クス・ヨ
ガ・ピラ
ティス

体操（軽
い体操、
ラジオ体
操、健康
体操、体
操競技含
む）

ハイキン
グ・登
山・ト
レッキン
グ・トレ
イルラン
ニング・
ロックク
ライミン
グ

水泳・ア
クアエク
ササイ
ズ・水中
ウォーキ
ング

バドミン
トン

ボウリン
グ

トレーニ
ング

バスケッ
トボー
ル・ポー
トボール

卓球
（ラージ
ボール含
む）

女性 32.6% 23.6% 17.5% 14.9% 14.5% 13.8% 13.1% 11.7% 10.9% 9.0%

【現状】 

○今後行ってみたい種目運動・スポーツの種類では、複数回答の上位 10 種目のうち

「ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・ノルディックウォーキング含む）」で３割と高く、続

いて男性では、「ハイキング・登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミン

グ」「ゴルフ（コースでのラウンドや練習場）」、女性では「エアロビクス・ヨガ・ピラティ

ス」「体操（軽い体操、ラジオ体操、健康体操、体操競技含む）」と回答した割合が高く

なっています。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 
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（１８）あなたは現在、定期的なスポーツ教室、クラブやサークルなどに所属してい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9%

86.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所属している

所属していない

■定期的なスポーツ教室、クラブやサークルなどの所属

【現状】 

○定期的なスポーツ教室、クラブやサークルの所属では、全体で 86.1％の人が「所

属してない」と答えています。 

「広報みさき」から 
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（１９）あなたが所属しているスポーツ団体の種類についてお答えください。 

 

 

 

 

1.4%

4.1%

13.7%

15.1%

15.1%

19.2%

31.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

町内の職場のクラブ・サークル

町外の職場のクラブ・サークル

町外の地域スポーツ団体 （クラブチーム，サークル，

総合型クラブなど）

友人・知人とのクラブ・サークル（メンバーの多くが町

外の人）

その他

友人・知人とのクラブ・サークル（メンバーの多くが町

内の人）

町内の地域スポーツ団体 （クラブチーム，サークル，

総合型クラブなど）

■所属しているスポーツ団体の種類

町内の地域

スポーツ団

体 （クラブ

チーム，サー

クル，総合型

クラブなど）

町外の地域

スポーツ団

体 （クラブ

チーム，サー

クル，総合型

クラブなど）

町内の職場

のクラブ・

サークル

町外の職場

のクラブ・

サークル

友人・知人と

のクラブ・

サークル（メ

ンバーの多

くが町内の

人）

友人・知人と

のクラブ・

サークル（メ

ンバーの多

くが町外の

人）

その他

31.5% 13.7% 1.4% 4.1% 19.2% 15.1% 15.1%

全体

町内の地域

スポーツ団

体 （クラブ

チーム，サー

クル，総合型

クラブなど）

町外の地域

スポーツ団

体 （クラブ

チーム，サー

クル，総合型

クラブなど）

町内の職場

のクラブ・

サークル

町外の職場

のクラブ・

サークル

友人・知人と

のクラブ・

サークル（メ

ンバーの多

くが町内の

人）

友人・知人と

のクラブ・

サークル（メ

ンバーの多

くが町外の

人）

その他

26.3% 15.8% 0.0% 5.3% 15.8% 23.7% 13.2%

37.1% 11.4% 2.9% 2.9% 22.9% 5.7% 17.1%

性別

男性

女性

【現状】 

○所属しているスポーツ団体の種類を見ると、「町内の地域スポーツ団体 （クラブチ

ーム，サークル，総合型クラブなど）」と答えた方が 31.5％と最も多く、全体の 3 割で

男女ともに地域スポーツ団体に参加していることがわかりました。また、男性では「友

人・知人とのクラブ・サークル（メンバーの多くが町外の人）」と回答した方が 23.7％

で、女性では「友人・知人とのクラブ・サークル（メンバーの多くが町内の人）」と回答し

た方が 22.9％で、男性は町外のサークルに，女性は町内のサークルに参加する傾向

があることがわかりました。 
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（２０）現在、スポーツ団体に所属していない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5%

2.7%

5.0%

6.3%

6.7%

7.1%

8.3%

9.8%

13.7%

15.8%

23.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

指導者がいないから

レベルが高いから（ついていけなさそう）

その他

人づきあいや人間関係が苦手だから

個人で活動できるから

お金がかかるから

仲間がいないから

どのようなスポーツ団体があるかわからないから（情

報がない）

体力がついていかないから

興味がないから

忙しいから

■スポーツ団体に所属していない理由

【現状】 

○スポーツ団体に所属していない理由を見ると、「忙しいから」と答えた方が 23.1％

と最も多く、男女ともに主体的条件（忙しい，興味がない，体力がない）が最も大きな

非所属理由であることがわかりました。また、年齢が上がるとともに「体力がついて

いかない」という理由で参加しなくなる傾向や、経営的条件（情報，仲間，コスト）は

10%程度の人にとって非所属原因になっていることがわかりました。 
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忙しいか
ら

興味がな
いから

どのよう
なスポー
ツ団体が
あるかわ
からない
から（情
報がな
い）

仲間がい
ないから

レベルが
高いから
（ついて
いけなさ
そう）

お金がか
かるから

人づきあ
いや人間
関係が苦
手だから

個人で活
動できる
から

指導者が
いないか
ら

体力がつ
いていか
ないから

その他

23.1% 15.8% 9.8% 8.3% 2.7% 7.1% 6.3% 6.7% 1.5% 13.7% 5.0%

全体

忙しいか
ら

興味がな
いから

どのよう
なスポー
ツ団体が
あるかわ
からない
から（情
報がな
い）

仲間がい
ないから

レベルが
高いから
（ついて
いけなさ
そう）

お金がか
かるから

人づきあ
いや人間
関係が苦
手だから

個人で活
動できる
から

指導者が
いないか
ら

体力がつ
いていか
ないから

その他

20.9% 20.1% 8.8% 8.4% 2.5% 5.9% 7.1% 8.4% 2.1% 12.6% 3.3%

24.9% 12.1% 10.7% 8.2% 2.8% 8.2% 5.7% 5.3% 1.1% 14.6% 6.4%

男性

女性

性別

忙しいか
ら

興味がな
いから

どのよう
なスポー
ツ団体が
あるかわ
からない
から（情
報がな
い）

仲間がい
ないから

レベルが
高いから
（ついて
いけなさ
そう）

お金がか
かるから

人づきあ
いや人間
関係が苦
手だから

個人で活
動できる
から

指導者が
いないか
ら

体力がつ
いていか
ないから

その他

33.3% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

29.4% 11.8% 11.8% 11.8% 0.0% 11.8% 5.9% 5.9% 0.0% 5.9% 5.9%

32.4% 16.2% 8.1% 8.1% 5.4% 10.8% 8.1% 2.7% 0.0% 8.1% 0.0%

23.0% 17.6% 14.9% 10.8% 2.7% 9.5% 6.8% 5.4% 2.7% 5.4% 1.4%

22.9% 20.0% 6.7% 9.5% 2.9% 13.3% 7.6% 5.7% 0.0% 8.6% 2.9%

27.7% 15.1% 12.6% 7.6% 2.5% 2.5% 7.6% 7.6% 1.7% 10.9% 4.2%

19.2% 15.8% 8.3% 7.5% 2.5% 3.3% 5.0% 7.5% 2.5% 18.3% 10.0%

7.7% 5.1% 5.1% 5.1% 2.6% 2.6% 2.6% 7.7% 2.6% 48.7% 10.3%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

年代
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（２１）この１年間に eスポーツ（インターネットにつながったゲーム機で対戦相手

と競い合うゲーム）をしましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9%

1.2%

4.9%

34.5%

58.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１回だけしたことがある

ときどきした （５回未満）

よくした （５回以上）

eスポーツを知らない

eスポーツを知っているが、したことはない

■eスポーツについての状況

【現状】 

○e スポーツについての認知度を見ると、「e スポーツを知っているが、したことはな

い」と答えた方が 58.6％と最も多く、全体の６割であることがわかりました。「経験

をしたことのある」、「知っている」と回答した方が、男女とも全体の６割程度と世代関

係なく高い確率で経験があることがわかりました。特に男性 40 代以下の 10％以上

は経験があることがわかりました。 
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eスポーツ

を知ってい

るが、したこ

とはない

eスポーツ

を知らない

よくした （５

回以上）

ときどきし

た （５回未

満）

１回だけし

たことがあ

る

58.6% 34.5% 4.9% 1.2% 0.9%

全体

eスポーツ

を知ってい

るが、したこ

とはない

eスポーツ

を知らない

よくした （５

回以上）

ときどきし

た （５回未

満）

１回だけし

たことがあ

る

59.6% 30.1% 7.7% 1.3% 1.3%

57.7% 38.1% 2.6% 1.1% 0.5%

性別

男性

女性

eスポーツ

を知ってい

るが、したこ

とはない

eスポーツ

を知らない

よくした （５

回以上）

ときどきし

た （５回未

満）

１回だけし

たことがあ

る

41.7% 8.3% 50.0% 0.0% 0.0%

64.3% 7.1% 21.4% 7.1% 0.0%

81.0% 14.3% 4.8% 0.0% 0.0%

79.5% 12.8% 5.1% 2.6% 0.0%

80.4% 17.6% 2.0% 0.0% 0.0%

58.4% 39.0% 0.0% 1.3% 1.3%

50.0% 43.5% 4.3% 1.1% 1.1%

20.5% 76.9% 0.0% 0.0% 2.6%

70代

80代以上

20代

30代

40代

50代

60代

年代

10代
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（２２）この１年間に（オリンピック・パラリンピックを除いて）スポーツ観戦を行

いましたか。 

 

 

 

（２３）この１年間に、スポーツの指導やイベントへの協力など、スポーツに関わる

お手伝いやボランティア活動を行いましたか。 

 

 

 

3.7%

23.2%

73.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

スタジアムやアリーナ（体育館）などで直接試合を観

戦した

観戦していない

ラジオやテレビ、インターネットで観戦した

■スポーツ観戦を行いましたか？

11.7%

88.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行った

行っていない

■スポーツに関するボランティア活動

【現状】 

○みるスポーツについての認知度を調査するため、この１年間に（オリンピック・パラ

リンピックを除いて）スポーツ観戦についての調査をしたところ、「ラジオやテレビ、イ

ンターネットで観戦した」と答えた方が全体の 70％を超え、一方、直接観戦は 10%

を下回っていることがわかりました。 

【現状】 

○支えるスポーツに関するボランティア活動では、過去１年間にスポーツの指導やイ

ベントの協力など、スポーツに関するボランティア活動を「行っていない」と回答した

方が全体の 88.3％で、行った人の割合は 11.7％となっています。支えるスポーツ

参加者は男女ともに 10%程度に留まるなか、男女ともに主に 70 代以上が地域スポ

ーツを支えていることがわかりました。 
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（２４）【（２３）で 「２ 行っていない」 と回答した方にお聞きします。】 

今後、スポーツに関わるお手伝いやボランティア活動を行いたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

1.3%

14.6%

29.2%

54.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ぜひ行いたい

できれば行いたい

あまり行いたくない

行うつもりはない

■今後、スポーツに関わるお手伝いやボランティア活動

行うつもり

はない

あまり行い

たくない

できれば行

いたい

ぜひ行いた

い

54.9% 29.2% 14.6% 1.3%

全体

行うつもり

はない

あまり行い

たくない

できれば行

いたい

ぜひ行いた

い

57.4% 19.2% 19.2% 4.2%

48.1% 32.6% 17.2% 2.1%

性別

男性

女性

行うつもり

はない

あまり行い

たくない

できれば行

いたい

ぜひ行いた

い

36.4% 9.1% 45.5% 9.1%

30.8% 38.5% 30.8% 0.0%

61.1% 27.8% 0.0% 11.1%

54.5% 36.4% 9.1% 0.0%

53.2% 25.5% 19.1% 2.1%

54.2% 33.3% 12.5% 0.0%

52.3% 33.7% 14.0% 0.0%

77.1% 11.4% 11.4% 0.0%

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

年代

10代

20代

【現状】 

○今後、スポーツに関わるお手伝いやボランティア活動では、男女ともに８割以上が

参加する気がないと回答しています。一方、若い人（男性 30 代以下，女性 20 代以

下）は他の年代と比べて参加動機が強いことがわかります。 
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③美咲町のスポーツ施設について 

 

（２５）この１年間で、公共スポーツ施設（社会体育施設や学校体育施設の体育館、

グラウンドなど）を、運動やスポーツの目的のために利用しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

（２６）利用したことのある施設であてはまる番号すべてに○をつけてください。 

【複数回答】 

20.8%

79.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した

利用しなかった

■町の公共スポーツ施設の利用

利用した
利用しな

かった

20.8% 79.2%

全体

利用した
利用しな

かった

21.6% 78.4%

20.2% 79.8%

性別

男性

女性

【現状】 

○町の公共スポーツ施設の利用状況では、「利用しなかった」と回答した割合は、男女

ともに全体のおよそ 80%の人が施設を利用していないと回答しています。全体のお

よそ 80.0％となっています。一方、「利用した」と回答した人の中心は，若い世代と

高齢世代であることが分かりました。 

【現状】 

○町の公共スポーツ施設で利用したことのある施設の複数回答では、利用者は、主

に居住地域内の施設を利用していることが分かりました。また、次の施設はマーケッ

トが広い（全地域から利用がある）ことも分かりました。 

中央運動公園 総合体育館／中央かめっちグラウンドゴルフ場／さくらグラウンド／

エイコンパーク グラウンドゴルフ場・多目的グラウンド 

利用した
利用しな

かった

25.0% 75.0%

14.3% 85.7%

47.1% 52.9%

28.9% 71.1%

10.0% 90.0%

6.8% 93.2%

25.5% 74.5%

31.6% 68.4%

60代

70代

80代以上

年代

10代

20代

30代

40代

50代



- 33 - 

 

（２７）【（２５）で 「２ 利用しなかった」 と回答した方にお聞きします。】 

利用しなかった理由は何ですか。 

【複数回答】 

 

 

 

■その他の回答の主なもの 

・新型コロナの影響でいろいろな活動ができなかったため 

・忙しくて時間が取れないため 

・年齢的、体力的に体がついていかないから 

・利用するほどのスポーツをしていないため 

・施設を利用したことがないからわからないため 

4.3%

6.1%

7.6%

9.1%

9.7%

11.6%

24.0%

27.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

設備が良くないから

他のスポーツ施設を利用しているから

利用手続きが面倒だから

利用できることを知らなかったから

時間帯が限られており、利用したいときにできない

から

個人単位では、利用ができないから

その他

運動やスポーツに関心がないから

■町の公共スポーツ施設を利用しなかった理由

【現状】 

○町の公共スポーツ施設を利用しなかった理由では、理由は様々であり「運動やスポ

ーツに関心がないから」と「その他」と回答した割合は、ほぼ同じ割合であることが分

かりました。 

【課題】 

○運動施設が気軽に利用できるよう、利用条件等の見直しも行いながら、運動・スポ

ーツのさらなるきっかけづくりの推進とともに、分かりやすく情報を発信していくこ

とが重要です。 

○学校体育施設について、利用条件の見直しや利用方法の簡略化等、利便性を高め

ることで、より活動しやすい環境を整える必要があります。 



- 34 - 

 

（２８）身近な公共スポーツ施設の数についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9%

27.3%

64.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

もっと少なくてもいいと思う （現状では多いと思う）

もっとたくさんあればいいと思う （現状では少ないと思う）

ちょうどいいと思う

■町の公共スポーツ施設の設置数

ちょうどい

いと思う

もっとたく

さんあれば

いいと思う

（現状では

少ないと思

う）

もっと少な

くてもいい

と思う （現

状では多い

と思う）

64.8% 27.3% 7.9%

全体

性別

ちょうどい

いと思う

もっとたく

さんあれば

いいと思う

（現状では

少ないと思

う）

もっと少な

くてもいい

と思う （現

状では多い

と思う）

男性 61.8% 25.0% 13.2%

女性 67.3% 29.2% 3.6%

【現状】 

○町の公共スポーツ施設の設置数では、「ちょうどいいと思う」と回答した割合は、全

体の 64.8％となっています。男女ともに 60%程度の人は施設数に満足しているこ

とが分かります。一方、男性 50 代以下、女性 60 代以下の 30%以上が、施設が増

えてほしいと思っていることが分かりました。 

【課題】 

○公共スポーツ施設の数について、全体の約６割が「ちょうどいいと思う」と回答して

おり、町内の公共施設の活用等、町民の身近な運動・スポーツ活動の場の充実に取り

組む必要があります。 

年代

ちょうどい

いと思う

もっとたく

さんあれば

いいと思う

（現状では

少ないと思

う）

もっと少な

くてもいい

と思う （現

状では多い

と思う）

10代 45.5% 54.5% 0.0%

20代 57.1% 35.7% 7.1%

30代 47.6% 47.6% 4.8%

40代 68.4% 26.3% 5.3%

50代 50.0% 41.3% 8.7%

60代 67.2% 26.6% 6.3%

70代 71.8% 14.1% 14.1%

80代以上 81.3% 15.6% 3.1%
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④スポーツに関する情報入手方法について 

 

（２９）あなたは地域のスポーツイベントや行事等に関する情報を、どのようなもの

から入手したいですか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1%

6.5%

7.9%

10.3%

10.8%

13.4%

16.8%

33.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

インターネット検索やwebサイト

SNS（Facebook、Twitter、Instagramなど）

新聞・テレビ

みさきテレビ

美咲町の公式ホームページ

友人・知人・家族から

広報みさき

■地域のスポーツイベントや行事等に関する情報の入手方法について

【現状】 

○地域のスポーツイベントや行事等に関する情報の入手方法では、情報入手経路は

多様に要望されているなか、「広報みさき」と回答した割合は、全体の 33.1％となっ

ています。このことからも「広報みさき」が、町民への情報発信方法として有効な情報

ツールとなっていることが分かります。 

「広報みさき」から 
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（３０）町の運動やスポーツに関する情報のうちどのような情報が欲しいと思います

か。 

【複数回答】 

 

 

1.5%

2.2%

5.5%

6.2%

6.7%

6.8%

7.4%

9.5%

10.1%

11.8%

14.0%

18.2%

0% 10% 20%

その他

色々な種目のスポーツ指導者の紹介

運動やスポーツに関する医学的・科学的情報

岡山県内で観戦できるスポーツイベントの情報

新しいスポーツ、気軽にできるスポーツなどの情報

クラブやサークルなどの活動案内・メンバー募集情報

自分が参加できるスポーツ競技大会の情報

色々なスポーツ教室の案内

利用できるスポーツ施設の案内

高齢者や障害者が参加しやすいイベントや教室の情報

健康・体力つくりについての情報

気軽に参加できるスポーツ行事やスポーツイベントの情

報

■町の運動やスポーツに関する情報について

【現状】 

○運動やスポーツに関する情報内容の意見については、「気軽に参加できるスポーツ

行事やスポーツイベントの情報」が全体の 18.2％と高く、続いて「健康・体力つくりに

ついての情報」が 14.0％、「高齢者や障害者が参加しやすいイベントや教室の情報」

が 11.8％、「利用できるスポーツ施設の案内」が 10.1％となっています。年代を問

わず多様な情報を要望されていることが分かります。 

【課題】 

○「広報みさき」に限らず、様々な情報発信方法を活用し、より分かりやすく、より簡

単に入手出来るよう提供していく必要があります。 

○運動・スポーツだけでなく、健康や体力つくりの観点から身体を動かすきっかけづ

くりを推進していく必要があります。 
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気軽に参加

できるス

ポーツ行事

やスポーツ

イベントの情

報

健康・体力

つくりにつ

いての情報

高齢者や障

害者が参加

しやすいイ

ベントや教

室の情報

利用できる

スポーツ施

設の案内

色々なス

ポーツ教室

の案内

自分が参加

できるス

ポーツ競技

大会の情報

クラブや

サークルな

どの活動案

内・メンバー

募集情報

新しいス

ポーツ、気

軽にできる

スポーツな

どの情報

岡山県内で

観戦できる

スポーツイ

ベントの情

報

運動やス

ポーツに関

する医学的・

科学的情報

色々な種目

のスポーツ

指導者の紹

介

その他

18.2% 14.0% 11.8% 10.1% 9.5% 7.4% 6.8% 6.7% 6.2% 5.5% 2.2% 1.5%

全体

気軽に参加

できるス

ポーツ行事

やスポーツ

イベントの情

報

健康・体力

つくりにつ

いての情報

高齢者や障

害者が参加

しやすいイ

ベントや教

室の情報

利用できる

スポーツ施

設の案内

色々なス

ポーツ教室

の案内

自分が参加

できるス

ポーツ競技

大会の情報

クラブや

サークルな

どの活動案

内・メンバー

募集情報

新しいス

ポーツ、気

軽にできる

スポーツな

どの情報

岡山県内で

観戦できる

スポーツイ

ベントの情

報

運動やス

ポーツに関

する医学的・

科学的情報

色々な種目

のスポーツ

指導者の紹

介

その他

18.9% 12.8% 9.4% 10.0% 8.3% 10.8% 6.7% 5.6% 7.8% 5.6% 2.2% 1.9%

17.6% 15.0% 13.7% 10.2% 10.4% 4.8% 7.0% 7.6% 5.0% 5.4% 2.2% 1.1%

性別

男性

女性

気軽に参加

できるス

ポーツ行事

やスポーツ

イベントの情

報

健康・体力

つくりにつ

いての情報

高齢者や障

害者が参加

しやすいイ

ベントや教

室の情報

利用できる

スポーツ施

設の案内

色々なス

ポーツ教室

の案内

自分が参加

できるス

ポーツ競技

大会の情報

クラブや

サークルな

どの活動案

内・メンバー

募集情報

新しいス

ポーツ、気

軽にできる

スポーツな

どの情報

岡山県内で

観戦できる

スポーツイ

ベントの情

報

運動やス

ポーツに関

する医学的・

科学的情報

色々な種目

のスポーツ

指導者の紹

介

その他

14.3% 9.5% 0.0% 19.0% 9.5% 4.8% 9.5% 4.8% 19.0% 9.5% 0.0% 0.0%

30.8% 3.8% 3.8% 11.5% 3.8% 23.1% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

22.7% 4.5% 4.5% 15.9% 15.9% 4.5% 6.8% 4.5% 9.1% 4.5% 2.3% 4.5%

14.3% 7.1% 4.8% 12.7% 14.3% 7.9% 11.1% 7.9% 10.3% 4.8% 4.0% 0.8%

17.1% 13.0% 5.5% 13.0% 14.4% 6.2% 8.2% 8.2% 6.2% 6.8% 0.7% 0.7%

20.2% 21.3% 11.2% 9.6% 6.2% 6.2% 5.1% 6.7% 5.6% 4.5% 2.2% 1.1%

16.9% 15.9% 19.9% 7.0% 8.0% 9.5% 6.0% 4.5% 3.5% 4.5% 3.0% 1.5%

19.2% 15.4% 25.6% 3.8% 2.6% 3.8% 0.0% 9.0% 5.1% 10.3% 1.3% 3.8%

60代

70代

80代以上

年代

10代

20代

30代

40代

50代

「広報みさき」から 

ワンバウンドふらばーるバレーボール大会 美咲チャレンジロードレース大会 

少年少女サッカー交歓大会 ミニバスケットボール大会 
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⑤美咲町のスポーツ施策について 

 

（３１）地域のスポーツ活動を振興するために、今後どのようなことに力を入れても

らいたいですか。 

【複数回答】 

【現状】 

○地域のスポーツ活動の振興に対する意見では、多様な地域スポーツ振興施策が期

待されていることが分かります。中でも「スポーツ施設・関連施設の整備」が全体の

20.7％と高く、続いて「地域のスポーツクラブやサークルの育成支援」が 14.6％、

「スポーツイベント・大会・教室の開催」が 13.5％となっています。 

【課題】 

○町民が運動・スポーツに親しむことができるよう、スポーツ施設の整備を検討して

いく必要があります。 

○地域のスポーツ活動がより活性化するよう、スポーツ団体等への支援を行ってい

く必要があります。 

○学校部活動に関して、地域と学校との連携を検討していく必要があります。 

○地域のスポーツ活動を支えるスポーツボランティアを育成し、町民の主体的なスポ

ーツ活動を支える体制整備について、検討していく必要があります。 

○スポーツ指導者の育成や資質向上、スポーツ活動環境の向上を図るため、スポーツ

指導者の資格取得に対する支援について、検討していく必要があります。 
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1.7%

3.2%

3.4%

6.8%

7.4%

7.4%

9.5%

11.8%

13.5%

14.6%

20.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

その他

競技団体の育成

スポーツ選手・アスリートの競技力向上

広報活動・相談体制の整備

障害者スポーツ・パラスポーツの普及

学校体育施設の整備、開放

指導者やボランティアの育成・支援

学校運動部活動の支援

スポーツイベント・大会・教室の開催

地域のスポーツクラブやサークルの育成支援

スポーツ施設・関連施設の整備

■地域のスポーツ活動の振興に対する要望

スポーツ施

設・関連施

設の整備

地域のス

ポーツクラ

ブやサーク

ルの育成支

援

スポーツイ

ベント・大

会・教室の

開催

学校運動部

活動の支援

指導者やボ

ランティア

の育成・支

援

障害者ス

ポーツ・パ

ラスポーツ

の普及

学校体育施

設の整備、

開放

広報活動・

相談体制の

整備

スポーツ選

手・アス

リートの競

技力向上

競技団体の

育成

その他

20.7% 14.6% 13.5% 11.8% 9.5% 7.4% 7.4% 6.8% 3.4% 3.2% 1.7%

全体

スポーツ施

設・関連施

設の整備

地域のス

ポーツクラ

ブやサーク

ルの育成支

援

スポーツイ

ベント・大

会・教室の

開催

学校運動部

活動の支援

指導者やボ

ランティア

の育成・支

援

障害者ス

ポーツ・パ

ラスポーツ

の普及

学校体育施

設の整備、

開放

広報活動・

相談体制の

整備

スポーツ選

手・アス

リートの競

技力向上

競技団体の

育成

その他

20.1% 13.4% 14.9% 11.6% 10.1% 7.3% 7.9% 5.2% 3.4% 4.3% 1.8%

21.4% 15.8% 12.1% 12.1% 9.0% 7.4% 6.8% 8.4% 3.4% 2.2% 1.5%

性別

男性

女性

スポーツ施

設・関連施

設の整備

地域のス

ポーツクラ

ブやサーク

ルの育成支

援

スポーツイ

ベント・大

会・教室の

開催

学校運動部

活動の支援

指導者やボ

ランティア

の育成・支

援

障害者ス

ポーツ・パ

ラスポーツ

の普及

学校体育施

設の整備、

開放

広報活動・

相談体制の

整備

スポーツ選

手・アス

リートの競

技力向上

競技団体の

育成

その他

31.3% 6.3% 6.3% 25.0% 0.0% 6.3% 0.0% 6.3% 6.3% 0.0% 12.5%

20.8% 16.7% 12.5% 8.3% 4.2% 4.2% 8.3% 8.3% 12.5% 0.0% 4.2%

31.4% 11.4% 14.3% 11.4% 2.9% 11.4% 5.7% 2.9% 2.9% 2.9% 2.9%

15.2% 14.1% 15.2% 16.2% 8.1% 7.1% 11.1% 5.1% 2.0% 5.1% 1.0%

18.7% 15.0% 17.8% 12.1% 5.6% 8.4% 8.4% 7.5% 1.9% 3.7% 0.9%

25.7% 14.0% 10.3% 11.8% 11.8% 6.6% 5.9% 9.6% 2.2% 2.2% 0.0%

18.9% 18.2% 11.9% 10.7% 11.3% 6.9% 6.9% 6.9% 1.9% 3.1% 3.1%

18.7% 10.7% 16.0% 6.7% 16.0% 8.0% 6.7% 4.0% 9.3% 4.0% 0.0%

60代

70代

80代以上

年代

10代

20代

30代

40代

50代
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（３２）美咲町民の健康づくりや介護予防のために、どのような取り組みが必要だと

考えますか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.6%

10.7%

11.7%

14.3%

17.6%

19.8%

24.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

スポーツクラブの体験入会，スポーツ教室の開催

食生活の改善支援

健康診断，運動能力テスト

ウォーキングやジョギング，ストレッチや体操（リハビ

リ体操など）などの情報提供

健康づくり教室や介護予防教室などの開催

ウォーキングやジョギング，ストレッチや体操（リハビ

リ体操など）などのための環境づくり

■健康づくりや介護予防のための取り組みについて

【現状】 

○健康づくりや介護予防のために、どのような取り組みが必要かでは、性別・世代に

関わらず多様な施策が期待されており、中でも「ウォーキングやジョギング，ストレッ

チや体操（リハビリ体操など）などのための環境づくり」が全体の 24.3％と高く、続

いて「健康づくり教室や介護予防教室などの開催」が 19.8％、「ウォーキングやジョ

ギング，ストレッチや体操（リハビリ体操など）などの情報提供」が 17.6％となってい

ます。 

【課題】 

○運動・スポーツを通じて、健康づくりや介護予防の推進を図るため、スポーツ推進

団体等をはじめとする、保健・福祉、学校、町内会（自治会）、社会福祉協議会等、地域

で活躍する団体・企業（民間事業者）や大学（学識経験者）等と連携・協働が重要です。 

○地域のスポーツ活動を支えるスポーツボランティアを育成し、町民の主体的なスポ

ーツ活動を支える体制整備について、検討していく必要があります。 
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（３３）町では「競技スポーツの推進」にも努めています。今後、全国大会や世界で

活躍する選手を生み出すために、何が必要だと思いますか。 

【複数回答】 

 

1.0%

1.8%

5.6%

5.7%

7.7%

8.0%

10.2%

15.2%

17.3%

27.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

競技スポーツの推進は必要ない

全国大会や世界大会の誘致・開催

競技スポーツ団体への支援

子ども世代からトップ選手になるまでの一貫した指

導体制の構築

専門的なスポーツ施設の整備

地元の有望なスポーツ選手への支援

専門的な指導者の育成・派遣

子どもたちの隠れた運動・スポーツ能力の発掘

子ども世代の多様なスポーツ経験

■競技スポーツの推進に必要なもの

【現状】 

○今後、全国大会や世界で活躍する選手を生み出すために、何が必要だと思います

かという質問では、性別・世代に関わらず多様な施策が期待されており、中でも「特

に「子ども世代の多様なスポーツ経験」への期待が突出して全体の 27.5％と高く、

続いて「子どもたちの隠れた運動・スポーツ能力の発掘」が 17.3％、「専門的な指導

者の育成・派遣」が 15.2％となっています。相対的に男性の方が期待度が高い結果

が分かります。 

【課題】 

○特定の種目だけでなく、様々な種目に参加できる総合型地域スポーツクラブのよ

うなクラブを支援していく必要があります。 

○スポーツ団体の支援を通じ、専門的な指導者の育成や技術のある選手への支援を

行うことを検討していく必要があります。 



 

 

 

 

第３章 
 

－スポーツ推進の施策－ 
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１ 計画の基本的な考え方 

 

（１）基本理念 

本町の最上位計画である「美咲町第三次振興計画」には、美咲町の将来像を【ひと

輝くまち みさき】と描き、基本目標の４「生きる力を育むまちづくり（子育て・教

育・文化・スポーツ）」には、「地域全体で子どもの健やかな成長を支えるとともに、

みらい（将来）を担う子どもたちの豊かな心と優れた知性、生きる力を育むまちづく

りを進めます。また、幅広い世代の住民一人ひとりが生涯学び続け、チャレンジし続

けられるまちづくりを進めます。」と掲げています。 

そして「美咲町生涯学習推進計画」において、「生涯にわたって楽しく学び、郷土を

愛し、生きる力を育む ～ みさきの持続可能な拓かれた未来へ ～」を基本理念に、

「ひと」がいきいきと輝く全てのステージにおいて学習でき、美咲町の持続可能なま

ちづくりの力へと発展していくため推進方針４の「健康づくりと生涯スポーツの推進」

による基本理念の実現に向けた取組を推進します。 

本計画では、これらの上位計画に基づき、自然豊かな環境の下、町民・団体が自主

的、積極的に活動し、交流を深め、運動・スポーツに関して様々なかたちで参加でき

るまちを目指して、「町民だれも※が、それぞれの体力や年齢、技能、興味、目的に応

じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる豊かなスポー

ツライフの実現」を基本理念として掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「だれも」とは･･･幼児，児童，青少年，働き世代の大人，高齢者，障がい者，運動

している人，運動していない人など全ての町民のことを指しています。 

基本理念 

町民だれもが、それぞれの体力や年齢、技能、興味、目的

に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親

しむことができる豊かなスポーツライフの実現 
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（２）本計画が目指す将来像 

基本理念に基づき、本計画が目指す将来の姿は、以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

（３）数値目標 

本計画では、本町が定めるスポーツ推進の基本理念に基づき、計画期間における

数値目標として「週１日以上の運動・スポーツ実施率」を目標に掲げます。この数

値目標の達成に向け、より一層施策の強化を図っていきます。 

 

令和７（2025）年度に向けた、スポーツ推進の数値目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

参考：国の政策目標（第２期スポーツ基本計画（平成29年3月）） 

週１回以上  ６５ ％程度 

週３回以上  ３０ ％程度 

県の数値目標（令和２年度） 

週１日以上  ５２ ％ 

「数値目標」 

週１日以上の運動・スポーツ実施率 ５０％以上 

（現状値 ３５．４ ％） 

週３日以上の運動・スポーツ実施率 ２０％以上 

                     （現状値 １７．０ ％） 

「将来の姿」 

町民・団体等の自主的、積極的な活動を支援することで、町民のだれも

が、運動・スポーツに親しめる環境が整っている。 
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（４）基本目標 

第２章で整理したスポーツ推進の課題を基に、将来の姿の実現に向けて３つの基

本目標を掲げます。 

 

 

 

 

 

町民だれもが、生涯にわたって心身ともに健康で豊かな生活を送れるために、町

民一人ひとりの興味や目的、ライフステージに応じて、運動・スポーツに親しめる

よう、多様なスポーツ活動の機会を充実させます。 

また、スポーツ関係団体等が地域に根差したスポーツ活動を継続して実施できる

よう支援を行い、町民が地域で仲間たちと気軽に運動・スポーツを楽しみ、地域の

コミュニケーションの場が図れる環境を整えます。 

 

 

 

 

 

スポーツ施設の充実や適切な維持管理により、町民の運動・スポーツ活動の環境

を整えます。さらに、庁内の関係部署等が所管する施設との連携を図り、運動・ス

ポーツ活動の場を充実します。 

また、ニュースポーツなど地域の特性を活かした生涯スポーツの普及や、「す

る」「みる」「ささえる」スポーツのきっかけとなる「知る」観点から、スポーツ

情報の積極的な発信を行います。 

 

 

 

 

 

町民が生涯にわたり健康的に運動・スポーツに親しむ環境を整備するため、スポ

ーツ推進委員やスポーツ関係団体等の連携強化や、大学・企業との連携・協働を進

め様々な人材を活かした推進体制を構築します。 

また、町内のスポーツ振興をより推進するため、スポーツ関係団体等が自主的か

つ継続的に活動できるよう支援します。 

 

基本目標 1  生涯スポーツ活動の機会の充実 

基本目標 2  生涯スポーツ活動のための環境づくりの推進 

基本目標 ３  生涯スポーツ活動の推進体制の再構築 



- 45 - 

 

（５）計画の体系 

３つの基本目標を達成するため、それぞれの基本施策を次のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 生涯スポーツ活動の機会の充実 

基本施策（１）運動・スポーツを始める機会提供 

基本施策（２）日常的に運動・スポーツをする機会提供 

基本施策（３）競技スポーツへの参加機会提供 

基本目標２ 生涯スポーツ活動のための環境づくり推進 

基本施策（１）スポーツ・健康づくりに親しむ基盤となる環境整備 

基本施策（２）地域の特性を活かした運動・スポーツの普及 

基本施策（３）的確な運動・スポーツ情報の提供 

基本目標３ 生涯スポーツ活動の推進体制の再構築 

基本施策（１）連携・協働によるスポーツ活動の推進 

基本施策（２）運動・スポーツに関わる人材育成と団体等への支援 
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基本施策（１）運動・スポーツを始める機会提供 

だれもが気軽に運動・スポーツに親しむことができるよう、家庭や地域、学校等

と連携・協働し、スポーツ教室やイベント等を開催します。 

また、生活習慣病予防や健康増進、仲間との交流等、多角的な視点で運動・スポ

ーツと関連付けた取組みを推進していきます。 

 

 

 

生涯にわたって運動・スポーツに親しむためには、子どもの頃から家庭、学校、

地域、競技団体等との連携により、日常的にスポーツ活動に取り組める環境づくり

が必要です。 

一方、ICT（情報通信技術）の発展や社会環境の変化等により、生活の利便性の向

上や子どもたちを取り巻くスポーツ環境も変化し、運動をする人とまったくしない

人の二極化が見られるようになりました。 

町民を対象としたアンケート調査で、この１年間であまり運動やスポーツをしな

かった理由として多くを占めたのが、５０代以下の世代では、「忙しくて時間や休

みがないから」と回答した方が約半数を占め、年齢が上がるにつれては、「体力や

運動能力がないから」という理由が大半を占めています。また、情報、機会、仲

間、施設（経営的条件）も運動・スポーツの実施の重要と課題となっています。 

今後は、運動・スポーツ人口の拡大を図るため、スポーツ関係団体等との連携に

より、様々なスポーツ体験講座を実施するなど、各年代のライフスタイルに応じた

取組みをさらに推進していくことが求められます。そして運動・スポーツを始める

きっかけづくりとして、気軽に運動・スポーツに親しめる環境を整えていくほか、

健康づくりや体力向上、仲間との交流などと関連付けた取組みも推進していく必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

基本目標 1  生涯スポーツ活動の機会の充実 

現状と課題 
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施策の方向性 

運動・スポーツをするきっかけづくりの推進 

健康増進や仲間との交流などを目的とした運動・スポーツ活動の推進 

主な取組み 

だれもが楽しめるスポーツ

体験講座の実施 

スポーツへの興味・関心・参加を促進するた

め、スポーツ関係団体等と協力してスポーツ

へのきっかけづくりを推進します。また、パラ

スポーツ体験会や介護予防を含めた催し物

を開催し、障がいのある人もない人も一緒に

スポーツの楽しさに触れ、スポーツの魅力や

価値を共有する機会を創ることで、共生社会

の実現に寄与します。 

町民の体力測定の実施 

あらゆる機会において、町民の体力測定を実

施することで、自らの体力・健康状態を把握

し、健康づくりや運動・スポーツを始めるため

のきっかけづくりを推進します。また、採取し

たデータの結果分析を基に、課題の明確化と

全国及び県内の状況を情報提供します。 

スポーツ出前講座 

町内会・自治会や地域団体等の会合等に出向

いて、気軽にできるスポーツを普及すること

で、身体を動かすことの楽しさを伝えます。 

スポーツ用具の貸出し 

より多くの町民に気軽に運動・スポーツを行う

機会を提供するため、スポーツ用具の貸出しを

推進します。 
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基本施策（２）日常的に運動・スポーツをする機会提供 

町民だれもが、身近な場所で気軽に運動・スポーツに親しめるよう、総合型地域

スポーツクラブや地域の実情に合ったスポーツ団体の活動を支援すると共に、イン

ターネットの積極的な活用など新たな視点や手法を取り入れ、より日常的に運動・

スポーツに取り組める機会を提供します。 

 

 

 

運動・スポーツには、体力の向上、ストレス発散、生活習慣病予防など心身の健

康保持・増進のほか、青少年の健全育成、コミュニティーの形成など様々な効果が

期待されており、町民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営むために

は、日常的に運動・スポーツに取り組める環境を整備することが重要となっていま

す。 

町民を対象としたアンケート調査で、「ウォーキング」、「ハイキング・登山

系」、「エアロビ系」などの声があり、特定種目に限らず、様々な運動・スポーツ

を身近な場所で気軽に楽しみたいというニーズが高まっています。 

また、国や県では、地域住民が自主的、主体的に運動・スポーツの機会を提供す

る地域スポーツクラブの創設を推奨していますが、本町においては、２つの総合型

地域スポーツクラブが活動を行っています。（令和３年１０月現在） 

今後も、ライフステージに応じた運動・スポーツの推進と環境整備のため、スポ

ーツを行うことが困難な人にも配慮しつつ、子どもから高齢者まで、いつでも、ど

こでも、だれとでも気軽にスポーツに親しむことができるよう、総合型地域スポー

ツクラブの育成と、地域の特色を生かしたスポーツを推進していくことが求められ

ます。そして感染症等の新しい生活様式の下であっても、インターネットの積極的

な活用や新たな視点での情報発信の手法を検討するなど、日常的に運動・スポーツ

に親しむ機会を提供していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
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施策の方向性 

ライフステージに応じた運動・スポーツの推進と環境整備 

日常的に身体を動かす環境づくりの推進 

主な取組み 

地域の特色を生かした運

動・スポーツ推進活動の支

援 

だれもが身近な地域で多種多様な運動・スポ

ーツや健康づくりに親しめるように、総合型地

域スポーツクラブの育成等、地域の特色を生

かしたスポーツ推進団体の支援を行います。 

日常的に取り組める運動・

スポーツの普及啓発 

身近で出来るウォーキングや、自宅で行える

ラジオ体操やコロバン体操等など、ICT（情報

通信技術）を活用し、社会環境の変化等によ

る新たな視点や手法を取り入れ、より日常的

に運動・スポーツに取り組めるための普及啓

発に努めます。 

運動・スポーツにおける安全

確保の情報発信 

安心・安全に運動・スポーツを行うために、自

己の健康管理や感染症・熱中症などの注意喚

起を、様々なツールで情報発信します。 
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基本施策（３）競技スポーツへの参加機会提供 

競技スポーツの発展や競技力向上を図るとともに、「みる」観点から競技スポー

ツへの関心を高め、競技スポーツを始めるきっかけづくりとなるよう、美咲町スポ

ーツ協会等の競技団体が主催する町民大会等の開催を支援します。 

また、全国大会等に出場する選手や団体の活躍を広く町民にＰＲすることで選手

の意欲の向上を図るとともに、県内のトップレベルの選手による技術指導やトップ

アスリート合宿誘致事業を開催するなど、児童生徒等が選手との交流を通じてスポ

ーツのきっかけづくりを創出し、町民に対して競技スポーツへの理解を深めます。 

 

 

 

本町出身の選手が国際大会や全国大会で活躍することは、子どもたちの憧れや目

標となるとともに、町民に勇気や感動を与えてくれます。本町の競技スポーツ団体

である美咲町スポーツ協会では、各種競技団体が定期的な練習のほか、町内関係団

体との連携、協力のもと、町民がスポーツに参加できる機会を提供するとともに、

指導者の育成など競技力向上に努めています。 

一方、近年では、競技スポーツ人口が減少し、各競技団体の活動が縮小される傾

向が懸念されます。 

町民を対象としたアンケート調査で、競技スポーツの推進に必要なものについ

て、「子どもに様々なスポーツを体験させることで能力の発掘を期待する」「競技

スポーツの推進には、専門的な指導者の育成や派遣が必要」との声が多くなってい

ます。 

今後は、各団体における若い世代の協力と参加を促進し、さらなる活動の拡充や

広報活動に努め、町民が競技スポーツに対して、更に興味や関心が持てるよう、ト

ップアスリートによる技術指導や交流会などの開催を検討していくことが求められ

ます。そしてスポーツを「する」ことに苦手意識を持つ人でも、「みる」ことは気

軽に行えます。「みる」ことから競技スポーツに関心を持ち、新たに競技スポーツ

を始めるきっかけとなるよう、「する」観点だけでなく、「みる」観点からの取組

みも推進する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
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施策の方向性 

競技スポーツに関心を持つきっかけづくりの推進 

競技団体が主催する大会等の支援 

主な取組み 

トップアスリート等の活用 

町民が競技スポーツに興味や関心が持てるよ

う、トップアスリート等による技術指導や交流・

講演会を開催します。 

各種スポーツ大会の会場の

確保や周知等の支援 

大会の会場確保や周知等を支援し、町民が競

技スポーツに関わる機会を創出します。 

ＨＰ等による優秀選手・団体

のＰＲ 

表敬訪問に訪れた選手や団体をHP等で広く

PR し競技者の意欲を向上させ、町民の競技ス

ポーツへの理解を深めます。 

国際大会等の情報提供 
「みる」スポーツの観点から，県内で開催される

国際大会等の情報を発信します。 
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基本施策（１）スポーツ・健康づくりに親しむ基盤となる環境整備 

町民が身近な場所で運動・スポーツに親しむことができるよう、社会体育施設等

の利用条件等を見直し、学校体育施設を含めた運動施設の有効な活用を図ること

で、地域の運動・スポーツ環境を充実させます。 

 

 

 

本町のスポーツ施設は、中央総合運動公園内に「多目的グラウンド」や「テニス

コート」、「野球場」が整備され、屋外スポーツ施設の拠点として、広く町に利用

されています。 

また、学校体育施設も町民の身近な運動・スポーツ活動の場として定着してお

り、屋内競技種目の重要な拠点ともなっています。特に学校体育施設について、利

用条件の見直しや利用方法の簡略化等、利便性を高めることで、より活動しやすい

環境を整える必要があります。 

今後は、社会体育施設の利用条件の見直しや適切な維持管理、整備を図ること

で、より気軽に施設利用が出来るよう、効果的・効率的な活用を図っていくととも

に、老朽化してくる体育施設に求められる機能・性能を確保するため「長寿命化計

画」を策定し、計画的な施設管理を行うことが求められます。そして稼働率の低い

体育施設は統合・整理を検討し、不要と判断された体育施設については除却を進め

るなど、町民が身近な場所で安全に運動・スポーツに親しめるよう、活動場所の整

備を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 2  生涯スポーツ活動のための環境づくりの推進 

現状と課題 
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施策の方向性 

町民の身近な運動・スポーツをする場の充実 

主な取組み 

町内スポーツ施設の効果的・

効率的活用 

社会体育施設や学校体育施設の利用条件等を

見直し、スポーツ施設の利用促進を図ります。 

スポーツ施設の整備検討 

美咲町公共施設等総合管理計画や美咲町公共

施設配置計画と連動しながら、今後のスポーツ

施設整備の方向性を示します。 

公共施設の活用 

関係部署等が所管する施設との連携を図り、

町民が身近な場所で安全に運動・スポーツに

親しめ公共施設の活用が出来るよう、適切な

維持管理、整備を進めていきます。 
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基本施策（２）地域の特性を活かした運動・スポーツの普及 

自然豊かな環境を活かし、気軽に運動・スポーツに親しめる取組みを推進しま

す。また、友好都市協定を結ぶ大阪岬町とのスポーツ交流を行い、スポーツを通じ

た町民同士の交流を深めます。 

 

 

 

スポーツは健康及び体力の増進のみならず、心身の健全な発達、精神的な充足感

の獲得、自立心等に効果があると言われています。特に青少年期におけるスポーツ

活動は、体力を向上させるとともに、他者を尊重し、これと協働する精神、公正さ

と規律を尊ぶ態度や精神力を培い、実践的な思考力や判断力を育むなど、人格の形

成に大きな影響を及ぼします。 

町民を対象としたアンケート調査で、この１年間で１回あたり３０分以上行った

運動・スポーツで男性、女性ともに「ウォーキング」が５割を占め、「自身が今後

やってみたいスポーツ」でも「ウォーキング」が高い人気を得るなど、地域の特性

を活かし健康寿命を延ばすための意識した運動・スポーツの普及が求められていま

す。 

今後も、町内の農村型リゾート施設「南和気荘」と民間宿泊施設や三休公園「民

話館」を活用して、小・中・高・大学生・社会人の野球や卓球チームの合宿誘致に

取り組むなど、自然豊かな環境を活かし、日常的にスポーツに親しみ、スポーツを

楽しみ、またはスポーツを支える活動に参画することのできる機会を提供していく

ことが必要です。 

友好都市交流については、令和２（2020）年11月に大阪府岬町と友好都市協定を

結び、今後スポーツを通じた交流として、夏は町民がマリンスポーツを、秋は大阪

府岬町民が文化財ウォーキングを楽しむなど、両町の特色を活かした交流や、スポ

ーツ団体による相互交流等も行うことで、地域活性化にもつながることが期待され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
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施策の方向性 

地域の特性を活かした運動・スポーツの普及 

年間を通じた健康スポーツの推進 

主な取組み 

年間を通じた「卓球・レクリ

エーション卓球」の普及 

年間を通して町民のだれもが気軽に卓球のボ

ール、卓球台を利用した競技やレクリエーショ

ン等に触れ合う機会を提供します。 

年間を通した「スポーツやレ

クリエーション活動」の普及 

インクルーシブな健康スポーツなどの先進事例

等を収集し、その情報発信、指導者の育成に努

めるとともに、町内におけるスポーツ活動が充

実するよう体制を整備します。 

「健康ウォーキング」の普及

啓発 

自然豊かな環境を活用し、健康寿命を延ばす

ための健康ウォーキングを推進します。 

友好都市である大阪府岬町

とのスポーツ交流 

両町の自然豊かな環境を活用し、特性を活か

したスポーツを通じて交流を深めます。 
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基本施策（３）的確な運動・スポーツ情報の提供 

運動・スポーツに親しむ機会となる情報について、町民のライフステージに応じ

て、適切な方法で提供していきます。 

また、庁内関係部局や地域等と連携し、スポーツに関わってこなかった人に対し

ても、運動・スポーツの魅力を伝えていきます。 

 

 

 

本町では、スポーツイベントや施設の情報を「ホームページ」や「広報みさき」

「みさきテレビ」など、様々な情報ツールを活用し提供しています。 

町民を対象としたアンケート調査で、町内のスポーツイベント情報の入手方法に

ついて、年代に関わらず大半が「広報みさき」から入手しており、「広報みさき」

が広く町民に親しまれた情報ツールとなっていて、その他、友人や知人からの情報

やホームページ、みさきテレビなども情報入手経路は多様に要望されていることが

分かります。 

一方で、今まで運動・スポーツに関わってこなかった町民に対しては、既存の情

報ツールでは、効果が小さいことも考えられます。 

今後は、地域のスポーツ情報が、町民に分かりやすく簡単に入手できるよう、年

代のニーズに合わせた情報ツールを見直すことで、興味・関心が持てる情報を検討

するとともに、地域と連携した情報ツールを研究し、さらに町民の運動・スポーツ

活動を推進していくことが求められます。そして町民に必要な情報が的確に届くよ

う、「する」「みる」「ささえる」の観点で、ホームページをより分かりやすく充

実させていくなど、新たな発信をしていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
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施策の方向性 

町民のニーズを踏まえた効果的な情報発信 

町民のニーズにあった運動・スポーツに関する情報発信 

主な取組み 

情報発信方法の充実 

地域のスポーツ情報が、町民に分かりやすく

簡単に入手できるよう、年代のニーズに合わ

せた情報ツールを見直します。また、「みさき

テレビ」や「広報みさき」によるスポーツ版など

新たな発信方法を検討します。 

ＨＰ等による優秀選手・団体

のＰＲ（再掲） 

表敬訪問に訪れた選手や団体をHP等で広く

ＰＲ し競技者の意欲を向上させ、町民の競技

スポーツへの理解を深めます。  

スポーツにおける安全確保

の情報発信（再掲） 

安心・安全に運動・スポーツを行うために、自

己の健康管理や感染症・熱中症などの注意喚

起を、様々な情報ツールで発信します。 

町内企業等へ情報発信 
町内の企業で働く方へのスポーツ情報の発信

を行います。 
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基本施策（１）連携・協働によるスポーツ活動の推進 

町民のライフステージに応じた生涯スポーツ活動の推進のため、町民、スポーツ

関係団体、スポーツ推進委員、学校、民間事業者、学識経験者との連携を強化し、

横断的な推進体制の構築を目指します。 

また、スポーツ推進計画を着実に推進するため、スポーツ推進審議会（仮称）に

おいて、計画に対する評価を適切に行います。 

 

 

 

本町のスポーツ行政は、スポーツ推進委員やスポーツ協会、総合型スポーツクラ

ブや地域の実情に応じたスポーツ推進団体などとの連携・協働で実施してきました

が、そのほとんどがスポーツに関係する団体等との連携によるものでした。 

町民のライフステージに応じた運動・スポーツ活動を生涯にわたって計画的に推

進していくためには、スポーツ推進団体等との連携に加え、保健・福祉、学校、町

内会（自治会）、社会福祉協議会等、地域で活躍する団体・企業（民間事業者）や

大学（学識経験者）等と連携・協働が重要です。 

また、中学校の部活動において、国が働き方の観点で様々な施策を導入する新た

な動きが見られます。本町もこの流れを真摯に受け止め、部活動指導の地域委託等

の検討が課題となります。 

今後は、町民のだれもが生涯にわたって、それぞれの体力、技能、興味、目的に

応じて、健康的に運動・スポーツに親しむことの出来る環境を計画的に推進する体

制を整備していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 ３  生涯スポーツ活動の推進体制の再構築 

現状と課題 
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施策の方向性 

横断的な生涯スポーツ推進体制の構築 

主な取組み 

保健・福祉部署等との連携

強化 

保健・福祉部署等との連携・協働により、町民

それぞれのライフステージや健康状態に応じ

た運動・スポーツの習慣化を図ります。また、

町民の健康増進の意欲増加を目的に「みさき

健康ポイント制度」による推進を行います。 

学校との連携強化 

学校と地域、関係団体との連携により、児童・

生徒の体づくりや体力向上のほか、運動部活

動の指導支援を図ります。 

団体間の連携強化 

e スポーツなどのマインドスポーツをはじめ、

運動・スポーツに関して様々な形で参加できる

まちを目指して、スポーツ推進団体や文化団

体、町内会等との情報共有し連携・協働の強化

を図ります。 

社会福祉協議会との連携

強化 

高齢化の進む地域社会の健康維持を図るた

め、ふれあいサロンや通いの場等の地域福祉

活動の支援、 障がい者スポーツの実施等の

障害のある方の余暇活動の支援、福祉教育の

推進等、 多様な福祉ニーズに対応するため、

幅広く事業を展開している社会福祉協議会と

情報共有し連携・協働の強化を図ります。 

大学や企業との連携強化 

人材育成やスポーツを取り巻く様々なニーズ

に対応するため、大学や企業等との連携強化

を図ります。 
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基本施策（２）運動・スポーツに関わる人材育成と団体等への支援 

スポーツは、「する」「みる」「ささえる」ことにより、すべての人が参画する

ことができ、スポーツの楽しさや喜びを共有することができます。 

町内の運動・スポーツを支える人材として、様々なニーズに応じた適切な指導を

行う人材を育成するとともに、スポーツ関係団体等が地域に根差したスポーツ活動

を継続して実施できるよう支援をします。 

 

 

 

本町では、地域におけるスポーツの推進者としてスポーツ推進委員が活動してい

ます。スポーツ推進委員は、スポーツの実技指導やスポーツイベントの協力、ま

た、スポーツコーディネーターとしても期待されています。 

本町の競技スポーツ団体としては、美咲町スポーツ協会があり、競技団体が定期

的に活動していますが、近年では、競技スポーツ人口が減少し、各競技団体の活動

が縮小され組織の衰退化が懸念され、運動・スポーツを推進し組織を活性化してい

くためには、指導者の数を増やすとともに、一人ひとりの資質を向上させる取り組

みが必要となっています。 

今後は、美咲町スポーツ協会や各競技団体と連携し指導者の育成に取り組むほ

か、地域のスポーツ推進団体とも連携しレクリエーションスポーツや障がい者スポ

ーツなど、だれもが楽しめるスポーツを普及させるための指導者を育成していくこ

とが求められます。そして各種団体が自主的かつ継続的に活動し活性化した活動に

つながるよう支援していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
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施策の方向性 

スポーツに関わる人材確保と育成 

地域スポーツ関係団体への支援 

主な取組み 

スポーツに関わる人材確保

と研修会等の充実 

町のスポーツ活動を促進するため、スポーツ

指導者やコーディネーターとして活躍できる人

材を確保するとともに、研修会等の充実を図

ります。 

スポーツ協会への支援 

町のスポーツ振興を支えるスポーツ協会等を

支援することで、スポーツ事業の充実のほか、

競技力向上や指導者の育成を図ります。 

スポーツ少年団への支援 

活動を通じて歓びや楽しさを体験し、仲間との

連帯や友情、協調性や創造性などを育み、社会

のルールや思いやりのこころを学ぶことがで

きるよう支援を行います。 

総合型地域スポーツクラブ

への支援（再掲） 

だれもが身近な地域で多種多様なスポーツに

親しめるように、総合型地域スポーツクラブの

支援を行います。 

スポーツ指導者等の育成と

キャリアアップ 

町民のスポーツに関する要望の多様化に対応

できるような知識や技能を有する人材を育成

するため、各種研修会や講習会などの充実を

図ります。 

地域の特色を生かしたスポ

ーツ推進団体への支援 

スポーツを行うことが困難な人に配慮しつつ、

子どもから高齢者まで、町内の幅広い世代が

気軽にスポーツに親しむことができるよう支

援を行います。 



 

 

 

 

第４章 
 

－計画の推進にあたって－ 
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１ 計画の推進と進行管理 

 

（１）計画の推進と進行管理 

計画の推進にあたっては、急激に変わる社会経済情勢の中では、計画の修正に時

間がかかり、変化のスピードについていけないため、目標達成が困難な状況となっ

ており、「美咲町生涯学習推進計画」に準じ、目標の達成に向け、Ｄ－ＯＯＤＡ

（ドゥーダ）ループにより、進行管理を行っていきます。Ｄ－ＯＯＤＡは、対話に

よって大筋の計画（Design）を立て、その後臨機応変に、観察（Observe）、情勢判

断・方向づけ（Orient）、決心（Decide）、実行（Act）するというループを素早く

回していくものです。 

本計画が、地域課題や住民ニーズに沿った実効性のある計画として常に機能し続

けるよう、実行した結果は、対話によって振り返り、次の計画に生かしていきま

す。そして、本計画は社会経済情勢の変化に対応できるよう、改定の必要があると

判断した際は、いつでも柔軟に見直しするものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和４年度

（2022） 

令和５年度

（2023） 

令和６年度

(2024) 

令和７年度

（2025） 

推
進
計
画 

基本理念 
    

推進方針 
 

 

   

Design計画

（たてる） 

Act 実行 

（うごく） 

Observe 観察 

（みる） 

Orient 判断 

（わかる） 

D-OODA ループ 

Decide 決心 

（きめる） 

 

 
柔 軟 に 見 直 し 
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別表 ○目標指標 

 

取組を「見える化」し、目指す方向を共有するため、実施するにあたって４年間の

指標目標を設定します。 

 

 

主な取組 関連部署 指標 Ｈ30年度 Ｒ4年度 Ｒ6年度

体力向上の推進 〇教育総務課
全国体力・運動能力運動習慣等調査指数（県

平均ポイントとの比較）

小学校

△1.0

中学校

+2.0

小学校

±0

中学校

+2.0

小学校

+1.0

中学校

+3.0

三世代交流事業 〇生涯学習課 中学生へのアンケートで肯定的回答の率 - 75 85

美咲町スポーツ少年団活動

の推進
〇生涯学習課 美咲町スポーツ少年団団員数 185 160 160

みさきっこ体育教室 〇生涯学習課 参加人数 59 60 60

町内外住民のスポーツ交流

の推進

〇生涯学習課

　地域みらい課
美咲チャレンジロードレース大会参加者数 409 400 400

多世代参加型イベントの開

催
〇生涯学習課 多世代交流スポーツイベント（回） 0 1 2

高齢者や障がい者のスポー

ツ交流の推進
〇生涯学習課 ペタンクふれあい交流会参加者数 46 50 50

スポーツ交流事業
〇生涯学習課

　地域みらい課
スポーツ交流事業参加者数 1,000 1,500 2,000

エイコンスタジアム野球交

流イベント

〇生涯学習課

　地域みらい課
野球交流イベント（回） 1 3 5

卓球交流大会
〇生涯学習課

　地域みらい課
卓球交流大会参加者数 - 500 1,000

スポーツ合宿誘致
〇生涯学習課

　地域みらい課
スポーツ合宿受入人数 - 100 200

グラウンドゴルフ交流大会
〇生涯学習課

　保険年金課
グラウンドゴルフ交流大会参加者数 10,000 11,000 12,000

体育施設の統合と除却

〇生涯学習課

　理財課

　地域みらい課

　旭支所住民福祉課

　柵原支所住民福祉課

除却数（累計） 0 1 2

大阪府岬町と友好交流都市

縁組

〇地域みらい課

　総務課

　生涯学習課

大阪府岬町との交流分野数（累計） - 3 5

コロバン体操の普及
〇保険年金課

　健康推進課
健康教室での指導（人） 142 180 200

スポーツ少年団の団体数 7 6 6

総合型スポーツクラブ数 2 2 2

スポーツ活動団体数（スポーツ協会） 20 20 20

町主催の大会参加者が自主的に活動を行うス

ポーツ団体数
0 2 5

ふれあいサロン
〇保険年金課

　社会福祉協議会
ふれあいサロン開催回数 1,411 1,420 1,420

生涯スポーツの推進

〇生涯学習課

　健康推進課

　地域みらい課
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２ 各主体の役割 

効果的な計画の推進に向けて、各主体がそれぞれの役割を果たしていくことが求

められています。 

 

✤ 町民 

生涯にわたり、一人ひとりが気軽に運動・スポーツに親しみ、明るく豊かなスポ

ーツライフを構築していくことが求められます。 

 

✤ 町（スポーツ行政） 

計画の推進主体の中核として、本計画の目指すべき将来像の実現に向け、町民の

運動・スポーツ活動の支援やスポーツ環境の整備を行っていきます。 

また、庁内関係部局とも運動・スポーツを視点とした連携を強化し、スポーツ事

業の推進を図ります。 

 

✤ スポーツ推進委員 

町のスポーツ振興の推進者として、町や学校、地域団体等が実施する事業への協

力や、地域住民のニーズに合わせたスポーツの普及、実技指導、また、町民・スポ

ーツ団体のニーズの把握など、調整役・コーディネーターとしての役割が求められ

ています。 

 

✤ スポーツ協会 

町のスポーツ推進のビジョンを共有し、町のスポーツ事業の担い手として、町民

のさらなる運動・スポーツの推進を図る必要があります。 

また、スポーツに関する情報提供や自主事業・イベントの実施など、町民のニー

ズに合ったスポーツ事業を展開していくことが求められています。 

 

✤ スポーツ少年団 

 子どもたちが、スポーツを楽しむだけでなく、学習活動、野外活動、レクリエーシ

ョン活動、社会活動、文化活動などを通じて協調性や創造性を養い、社会のルールや

思いやりのこころを学ぶ場であり、良き社会人として成長できるような活動を展開す

ることが期待されています。 

 

✤ 総合型地域スポーツクラブ 

多世代で多様な種目のスポーツを楽しめる活動機会の提供、スポーツ体験会やイ

ベントの開催を通して、町民のスポーツ活動の拡充が求められています。また、学

校や地域との連携において中心的な役割になることが期待されます。 
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✤ 学校・保育園 

就学前の子どもの外遊びや、児童・生徒の日常的な運動・スポーツの機会を提供

し、子どもの体力・運動能力の向上を図るとともに、生涯を通じて運動・スポーツ

に親しむきっかけを作り出す役割が求められています。 

 

✤ 町内会・自治会 

町内各地の特徴を踏まえ、地域の住民が気軽に参加できるイベント等の開催が求

められます。また、運動・スポーツを通じた地域のコミュニケーションが図られる

ことで、地域の活性化につながることも期待されます。 

 

✤ 社会福祉協議会（ＮＰＯ法人、民間事業者及び団体を含む） 

町民の多様なニーズを捉え、日常的に運動・スポーツに親しむことのできる場や

機会を提供することが期待されます。また、専門的なノウハウを活かし、行政との

連携で事業の担い手としての役割も求められています。 

 



 

 

 

 

資料編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



- 66 - 

 

１ 美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員名簿 

 

 区 分 氏 名 所 属 

1 学識経験者 髙岡 敦史 岡山大学大学院教育学研究科准教授 

2 

スポーツ団体関

係者 

壷内 邦雄 美咲町スポーツ協会会長 

3 黒木愼一郎 美咲町スポーツ推進委員会委員長 

4 大嶋    悠 美咲町スポーツ少年団副団長 

5 梶尾 洋子 
総合型地域スポーツクラブ 

（NPO法人美咲町柵原星の里スポレク倶楽部） 

6 片山  寿 
総合型地域スポーツクラブ 

（夢咲クラブ） 

7 

教育関係者 

有元 満治 美咲町小中学校校長会副会長 

8 野﨑 久子 美咲町保育園園長会会長 

9 

町内関係団体 

神田 益穗 美咲町社会教育委員会委員長 

10 石井千栄子 美咲町知的障がい者相談員 

11 山本 清人 美咲町青少年育成活動連絡会会長 

12 大森 雅文 美咲町ＰＴＡ連合会会長 

13 小林 奈緒 美咲町社会福祉協議会 

14 飯田 純子 美咲町統括的な地域学校協働活動推進員 

15 

有識者 

上原 明恵 
文部科学省認定（財）日本スポーツ協会

上級スポーツ指導者 

16 塚﨑 好起 津山教育事務所生涯学習課課長 
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２ 美咲町生涯スポーツ推進計画策定 経過 

 

時 期 内 容 

令和３年 

８月 17 日（火） 

令和３年度第５回美咲町教育委員会定例会 

・美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会設置要綱について 

令和３年 

８月 18 日（水） 

第１回美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会 

【議事】 

（１）美咲町生涯スポーツ推進計画の策定の経緯について 

（２）美咲町生涯スポーツ推進計画の策定スケジュール（案）について 

（３）美咲町生涯スポーツ推進計画構成（案）について 

令和３年 

10 月６日（水） 

第２回美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会 

【議事】 

（１）第１章 計画策定の経緯（案） 

（２）第２章 運動・スポーツに関する現状と課題（案） 

（３）第３章 スポーツ推進の施策（案） 

（４）第４章 計画の推進にあたって－（案） 

（５）資料 生涯学習関係施設一覧 

令和３年 

11 月 24 日（水） 

第３回美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会 

【議事】 

（１）美咲町民の運動・スポーツに関するアンケートの内容について 

（２）第３章 スポーツ推進の施策（案）について 

令和３年 

12 月 13 日（月） 

美咲町民の運動・スポーツに関するアンケート調査 実施 

令和３年 12 月 13 日（月）～令和４年１月 14 日（金） 

令和４年 

１月 26 日（水） 

第４回美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会 

【議事】 

（１）第２章 運動・スポーツに関する現状と課題（案）について 

美咲町民の運動・スポーツに関するアンケートの集計結果について 

（２）第３章 スポーツ推進の施策（案）について 

令和４年 

２月９日（水） 

第５回美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会 

【議事】 

（１）第２章 運動・スポーツに関する現状と課題（案）について 

（２）第３章 スポーツ推進の施策（案）について 

令和４年 

２月 21 日（月） 
答申 

令和４年 

２月 25 日（金） 

令和３年度第１１回美咲町教育委員会定例会 

・美咲町生涯スポーツ推進計画 策定報告 
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美咲町生涯スポーツ推進計画策定委員会設置要綱 

 

 

（目的及び設置） 

第１条 スポーツ基本法(平成２３年法律第７８号)第１０条の規定に基づき美咲町生涯ス

ポーツ推進計画（以下「生涯スポーツ推進計画」という。）を策定するため、美咲町生

涯スポーツ推進計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、生涯スポーツ推進計画の策定に係る次に掲げる事項について、調査及び

検討を行う。  

（１）生涯スポーツ推進計画策定に関すること 

（２）前号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１６人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）スポーツ団体関係者 

（３）学校教育関係者 

（４）その他教育委員会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委員に委嘱された日から計画の策定の日までとし、欠員が生じた場

合における補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。ただし、再任を妨げない。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員総数の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

４ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者を会議に出席させ意見を聴くことができ又は資料

の提出を求めることができる。 

５ 最初に招集される委員会は、第１項の規定に関わらず教育長が招集する。 

（庶務） 
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第７条 委員会の庶務は、生涯学習課において行う。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附 則 

この告示は、公布の日から施行する。 

 


